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業績予想の修正に関するお知らせ 
 最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年５月 14 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしま

したのでお知らせいたします。 

 

記 
 
平成 22 年 3 月期第 2四半期連結業績予想数値の修正(平成 21 年 4 月 1日～平成 21 年 9 月 30 日) 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益 

  (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (  円 銭)

前回発表予想(A) 51,300 65 50 20 1.77

今回発表予想(B) 51,000 △ 220 △ 230 △ 310 △ 27.50

増減額(B－A) △ 300 △ 285 △ 280 △ 330 -

増減率(%) △ 0.6 - - - -

(ご参考)前期実績 49,514 △ 762 △ 805 △ 1,379 △ 128.65

(平成 21 年 3 月期第 2四半期)           

 

（ご参考）平成 22 年 3 月期通期連結業績予想数値(平成 21 年 4 月 1日～平成 22 年 3 月 31 日) 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

  (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (  円 銭)

通期 114,000 230 200 100 8.87

前期通期実績 100,335 △ 912 △ 1,047 △ 1,987 △ 180.75

(平成 21 年 3 月期)           

 

修正の理由 

当社グループは、平成２０年５月発表の中期３ヵ年計画の２年目であります今年度を、中核で

あるチケット事業の収益創出基盤磐石化を目指す一年と位置付けております。さらに、前期から

取り組んでまいりました各種のリストラによる経費節減の効果を、可能な限り早期かつ最大限に

発揮すべく、経営努力を重ねてまいりました。これらの結果当社グループの業績は、前年の同期

と比較いたしますと、収益ともに大幅に改善して推移しております。 

しかしながら、コスト削減を目的としたさまざまな事業効率化施策の一部につきまして、成果

発現のタイミングが当初想定からずれ込み第３四半期以降になる見通しとなりました。 

 



これより、期初に発表いたしました業績予想に関しまして、売上の面ではほぼ予想通りの着地

を見込んでおりますが、営業利益をはじめとした各利益項目につきましての修正を行うものです。 

                                    

平成 22 年 3 月期通期の連結業績予想について 

今回の業績予想修正は、主に経営施策の成果発現時期のずれ込みによるものであり、また、今

後の収益基盤磐石化に向けさまざまな施策を検討中でもありますことより、通期の業績予想につ

きましては、現時点では前回公表の予想数値に変更はございません。 

 

※ 上記の予想は、当社が現時点で入手可能な情報からの判断と仮定に基づき作成したものです。

実際の業績は、その判断や仮定に内在する不確実性および経済情勢・市場動向の変化等により、

予想数値と異なる可能性があります。 

 

以  上 
 


